
令和４年度第２回 宗像市市民文化・芸術活動審議会議事録 

 

日    時 令和４年 9月 26日（月） １３：３０～ 

会    場 宗像市役所 第 2委員会室 

出席者 

委 員 
■原  ■大澤 ■吉田 ■秦 ■牟田 

■福間 □田代 □境  ■櫻木            （敬称略） 

事務局 ■久保 ■南 ■髙尾 

 

１．文化スポーツ課長あいさつ  

・まだまだ、不安定な状況であるが、文化芸術活動も少しずつ回復しているようでうれし

い。今回は、これまで以上に補助金を利用しやすくするために要綱の見直しについてよろ

しくお願いしたい。 

２．審議事項 

 （１）令和 4年度文化芸術活動報告 

     ・補助金事業の進捗 

（現代アート） 

   ・名称は「宗像みあれ芸術祭」とし、ロゴ等も作られ 10月に赤間宿、宗像大社など 

    で開催する 

   ・9月後半から、ワークショップを開催し盛り上げていく 

   ・協賛営業、広報にも力を入れている 

（第九）  

   ・道の駅（6月）、自由ヶ丘コミセン（8月）でイベント開催 

   ・楽譜を赤間駅のストリートピアノに設置  

   ・10月の吹奏楽団コンサート、12月の第九コンサートでの発表に向けて練習中 



・その他（ユリックス等）事業の報告 

  （事務局から） 

   ・宗像アートギャラリーの紹介（文化スポーツ課で運営しているもの） 

   ・12月に宗像ユリックスで自衛隊イベント実施（吹奏楽団コンサートあり） 

 

（２）宗像市文化芸術活動事業補助金について 

    ・現在の状況（要綱等確認、課題整理） 

    ・来年度以降の補助金について 

（主な意見） 

◆少額多数の補助金にする場合 

・申請しやすくなり件数は増えるのでは 

・美術系など個人で活動する方にもチャンスができる 

・申請が多くなれば良いとは限らない 

・少額で簡単に補助金を出せば、おこづかい的なものになることも懸念される 

・審査、事務の業務が増え成果よりも手続きに労力が使われる 

・少額のものもあってもよいが、現行の形の支援も続ける方が良い 

◆その他 

・個人で活動するアーティストは多いので個人を対象にすることで幅が広がると思う 

・もっと若い方が（スタートアップ的に）申請できるようになれば良い 

・７０万円の限度額があり大きな事業は難しい 

・３年間補助金終了後に自立して継続できるようなものを支援することが望ましい 

次回日程：令和  年  月  日（  ）  時  分～ ※年明けを予定（別途調整） 


